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10
月
26
日
、
大
本
東
京
本
部
を
会
場
に
、
大
本
茨
城
主
会
合
同
慰
霊
祭
に
合
わ

せ
て
第
27
回
信
徒
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
大
本
本
部
か
ら
大
道
場
講
師
の

串
崎

哲
さ
と
る

先
生
を
お
迎
え
し
て
、
記
念
講
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

題
は
「
み
教
え
に
導
か
れ
て
～
本
部
奉
仕
50
年
か
ら
学
ん
だ
こ
と
～
」
で
し
た
。

ご
自
身
の
半
生
を
軸
に
語
ら
れ
る
講
話
は
大
変
新
鮮
で
、
そ
の
内
容
は
次
の
４
項

目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

（
１
）
人
生
に
無
駄
は
一
つ
も
な
い
（
ど
ん
な
こ
と
に
も
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
）

（
２
）
ご
守
護
は
動
い
て
こ
そ
頂
け
る
（
じ
っ
と
し
て
い
て
は
ご
守
護
は
な
い
）

（
３
）
逆
「
四
大
綱
領
」
で
歩
む
人
生
（
造
→
慣
→
教
→
祭
）

（
４
）
信
仰
と
は
〝
護ま

も

ら
れ
て
い
る
〟
と
い
う
確
か
な
安
心
感
（
一
切
「
惟

か
ん
な
が
ら

神
」）

　

正
に
「
目
か
ら
鱗
」
で
し
た
。
と
か
く
信
仰
や
み
教
え
は
難
し
く
考
え
て
し
ま

い
が
ち
で
す
が
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
信
仰
は
人
生
そ
の
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

自
分
自
身
の
確
立
を
経
る
中
で
、
信
仰
者
同
士
ま
た
あ
ら
ゆ
る
社
会
の
周
り
の
方

た
ち
と
交
わ
り
、
絆
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、（
２
）
の
項
目
で
「
じ
っ
と
し
て
い
て
は
ご
守
護
は
な
い
」
と
ま

で
言
わ
れ
た
本
質
は
〝
考
え
た
こ
と
は
必
ず
実
行
す
る
〟
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
主
会
の
運
営
は
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
全
国

的
に
も
共
通
す
る
状
況
と
察
し
ま
す
。
そ
れ
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
主
会
と
し
て

は
一
人
一
人
の
絆
、
分
所
・
支
部
同
士
の
助
け
合
い
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

そ
れ
を
生
み
出
す
力
の
源
泉
が
、
今
回
教
え
て
い
た
だ
い
た
４
項
目
の
教
え
だ
と

思
い
ま
す
。
ご
教
示
を
実
践
し
、
こ
の
現
状
を
必
ず
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
講
話
の
最
後
に
は
聖
師
さ
ま
の
次
の
お
歌
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
朝あ

さ
ゆ
ふ夕

に
汗あ

せ

し
て
働

は
た
ら

く
な
り
は
ひ
の
中な

か

に
こ
も
れ
る
宗

し
ゅ
う
け
う

教
の
ひ
か
り
」（『
大
本
の

道
』）

　

人
は
人
生
を
歩
む
中
で
、
人
と
し
て
で
き
る
限
り
の
努
力
を
行
う
日
々
の
中
に
、

信
仰
者
と
し
て
の
〝
光
る
も
の
〟
が
出
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
人
生
、
信
仰

に
お
け
る
羅
針
盤
を
い
た
だ
い
た
一
日
で
し
た
。「
感
謝
」
い
た
し
ま
す
。

信
仰
者
と
し
て
の
光

茨
城
主
会
長
　
渡 

邉
　
弘 

子



　

東
光
苑
秋
季
大
祭
・
新
穀
感
謝
祭
・
七
五
三

詣
り
は
11
月
９
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・

出
口
眞
人
氏
の
も
と
執
行
さ
れ
、 

２
３
０
人
が

参
拝
し
た
＝
写
真
①
・
②
。

　

祭
員
は
各
主
会
祭
務
部
長
ら
が
、
少
年
祭
員

は
小
谷
香
澄
さ
ん
、
伶
人
は
二
絃
の
会
関
東
支

部
、
大
本
神
諭
拝
読
は
髙
野
富
輝
夫
埼
玉
主
会

長
が
担
当
。
東
光
庵
で
は
、
添
釜
が
か
け
ら
れ
、

髙
野
社
中
が
担
当
し
た
。
祭
典
で
は
信
徒
有
志

か
ら
の
五
穀
や
野
菜
の
献
納
品
も
お
供
え
さ

れ
、
お
下
が
り
と
し
て
参
拝
者
に
下
付
さ
れ
た
。

祭
典
後
、
能
舞
台
で
は
二
絃
の
会
関
東
支
部
に

よ
る
八
雲
琴
『
高
倉
山
』
が
奉
納
＝
写
真
④
。

続
い
て
、
七
五
三
詣
り
の
お
子
さ
ま
３
人
に
橋

本
伸
作
東
京
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
千
歳
飴
と
お
菓

子
が
贈
ら
れ
た
＝
写
真
右
下
。
そ
の
後
、
少
年

祭
員
を
紹
介
。

　

引
き
続
き
橋
本
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
が
あ

い
さ
つ
。
続
い
て
出
口
眞
人
氏
に
よ
る
記
念
講

話
が
行
わ
れ
た
。
出
口
氏
は
講
話
で
、
大
本
の

教
え
を
知
り
た
い
と
思
う
一
般
の
人
の
聖
地
参

拝
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、
大
本
の
教
え
と
同

東
光
苑
秋
季
大
祭
を
執
行 

  

1
月    

東
光
苑
祭
典

・
行
事
予
定

１
日
（
木
）　
午
前
７
時
～

１
日
（
木
）　
午
前
７
時
～	

	
	

	
				

　　
新
年
祭

新
年
祭

11
日
～
３
日

日
～
３
日
（
木
～
土
）　
各
日

（
木
～
土
）　
各
日
99
時時
3030
分
〜
分
〜

　
　
　
　
年
賀
年
賀

７７
日
（
水
）

日
（
水
）      

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
～
分
～

　
　

東
光
苑
七
草
粥

　
　

東
光
苑
七
草
粥

1111
日
（
日
（
日日
）　
午
前

）　
午
前
1010
時時
3030
分
～
分
～

　　				

東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式
式
典

東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式
式
典

	
		

	
		

合
格
祈
願
祭
（

合
格
祈
願
祭
（
1414
時
）
時
）

1919
日
（
月
）　
午
前

日
（
月
）　
午
前
1010
時時
3030
分
～
分
～

				
				

聖
師
毎
年
祭
（

聖
師
毎
年
祭
（
7878
年
）
年
）

2525
日
（
日
（
日日
））      

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

　
　
　
　
東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

　
　
　

講
題　

月
日
と
土
の
恩

　
　
　

講
題　

月
日
と
土
の
恩

	
		

		
		

	
	

	
		

		
		

	
	

～
万
物
の
は
じ
ま
り
、
お
土
の
力
～

～
万
物
の
は
じ
ま
り
、
お
土
の
力
～

	
		

		
	

	
		

		
	

講
師
講
師　

橋
本　

伸
作

　

橋
本　

伸
作
（（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長

東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
））

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　　

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

　　講師：橋本 伸作講師：橋本 伸作（（東京宣教センター長東京宣教センター長））

月日と土の恩月日と土の恩
11月月2525日（日）日（日）19：00 〜19：00 〜

人間をはじめ万物は、火と水、大地の恩恵を
受けて生かされています。その源をたどれ
ば、すべては火と水、そして土へと行き着き
ます。生命の原点を見つめながら、大地の恵
みとその力について学びたいと思います。

第
34
回
家
庭
平
安
祈
願
祭
を
執
行 

　

家
庭
平
安
祈
願
祭
（
第
34
回
）
は
、
10
月
25
日
午

前
10
時
30
分
か
ら
斎
主
・
椎
野
恭
三
祭
務
課
長
の
も

と
執
行
さ
れ
、
28
人
が
参
拝
し
た
。

　

祭
典
で
は
、
斎
主
と
祭
員
が
全
国
か
ら
申
し
込
ま

れ
た
３
３
８
件
の
氏
名
を
全

て
読
み
上
げ
、
家
庭
の
平
安

と
繁
栄
を
祈
願
し
た
。
祭
典

後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ

ン
タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
。

　

な
お
、
全
国
か
ら
申
し
込

ま
れ
た
家
庭
平
安
の
祈
願
は

祭
典
後
１
週
間
、
東
光
苑
ご

神
前
で
継
続
さ
れ
た
。

東光苑七草粥のご案内
毎年 1 月 7 日は「人

じんじつ

日の節句」と呼ばれ、古来より

日本では無益息災と長寿を願い、春の七草の入った

七草粥が食されてきました。

東京本部では、令和８年も七草粥を振る舞いいたします。

皆さまのご来苑を心よりお待ちしております。

日程　令和８年１月７日（水）
　　　	 午前 10時半～午後 2時

会場　大本東京本部

じ
こ
と
を
世

に
広
め
る
活

動
を
す
る
人

に
つ
い
て
紹

介
し
、
世
に

そ
う
し
た
人

が
表
に
出
て

く
る
ほ
ど
、

大
本
の
教
え

に
気
が
つ
く

人
が
増
え
、

世
の
中
も
よ
く
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
自
身
の
所
感
を
語
っ
た
＝
写
真
③
。

　

ま
た
、
直
会
後
、
２
階
講
座
室
で
第
４
回

東
光
苑
ミ
ニ
講
話
が
行
わ
れ
、
長
友
智
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
人
類
愛
善
会
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

理
事
に
よ
る
講
話
「
愛
善
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
探

訪
」
が
行
わ
れ
た
＝
写
真
⑤
。

　

な
お
、
１
階
ロ
ビ
ー
で
は
直
心
会
茨
城
・

東
京
連
合
会
に
よ
る
日
用
品
バ
ザ
ー
、『
心
と

体
を
は
ぐ
く
む
正
食
手
帖
』
の
販
売
が
、
直

会
時
に
は
３
階
ラ
ウ
ン
ジ
で
青
少
年
部
に
よ

る
南
米
青
年
訪
日
支
援
バ
ザ
ー
、
青
松
会
に

よ
る
味
噌
汁
バ
ザ
ー
が
催
さ
れ
た
＝
写
真
⑥
。

～万物のはじまり、お土の力～～万物のはじまり、お土の力～

①①

②② ③③

④④

⑤⑤ ⑥⑥ お菓子を受け取る七五三詣りのお子さま

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座


